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「水のう」の作り方

浸水深が小さいときは、家庭にあるものを使って、
水の侵入口となるところを塞ぐことで水の侵入を
減少させることができます。トイレなどの逆流防止
にも有効です。
※実施の際には避難の妨げにならないように気を付けてください。

40L程度のゴミ袋を二重にして半分程度
の水を入れて、空気を抜いて口をしばる

排水口からの逆流対策に

段ボール等に入れ
て並べる

長めの板状のものと組み合わ
せて止水板に

土を入れたプランターをレ
ジャーシートなどで包むのも
有効

近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増し、大内山川流域での大きな被害のあった平成23年9月紀伊半島豪雨
の新宮川水系や、平成24年の矢部川水系において、計画規模を上回る洪水により大規模な氾濫が発生しているこ
とから、水防法が改正され、想定最大規模の洪水に対する浸水想定区域図の作成が法的に義務付けられました。

このマップは、河川の洪水災害が発生した時の被害の想定を示したものです。以下の手順で作業をしてみよう。

（24時間雨量　885㎜）　大内山川・頓登川・巾田河内川
（24時間雨量 1,046㎜）　藤川
（24時間雨量 1,089㎜）　注連指川・尾合川・奥河内川・注連小路川・古和河内川・笠木川
　　　　　　　　　　　　三ヶ野川・唐子川・梅ヶ谷川・梅ヶ谷栃古川・栃古川・奥川・二河内川

想定最大規模雨量

P.9 ～ P.34のハザードマップを見て、「自宅」と「避難所」を探し、●印を記入してみよう。
自宅や避難所にはどのような危険があるかをハザードマップで確認してみよう。

自宅と避難所の危険度を確認しておこう！1

自宅と避難所の間にはどのような道があるか、どのような河川や地形に囲まれているかを
確認してみよう。

避難経路を考えておこう！2

避難経路を考えた後、洪水ハザードマップにそれぞれ自宅から避難所までの経路をペンで
なぞってみよう。

マップへ書き込んでみよう！3

津波や洪水・内水・土砂災害などそれぞれの災害では早めに避難するということが重要です。
P.5 ～ P.8を見て、避難を始めるタイミングを知ろう。

早めの避難が重要です！避難開始のタイミングを知ろう！4

災害情報や避難情報は町から配信している防災行政無線情報やケーブルテレビの他にも、
テレビやラジオ、インターネット等からも入手できます。それぞれの情報を積極的に集めて
いくことが命を守るための第一歩となります。（P.4を参照）

災害・避難情報を積極的に集めよう！5

大紀町洪水ハザードマップの使い方

水防法改正等の経緯と浸水想定区域図の作成経緯 避難行動のポイント、危険な場所

周囲の状況が危険で避難場所まで移動で
きない場合は、自宅や近隣の頑丈な建物の
できるだけ高い階に避難する。
移動途中であっ
ても、危険を感じ
た場合は、近隣
の建物のできる
だけ高い階に退
避する。

氾濫水は勢いが強く、大人の膝程度の深さ
で歩行が困難となる。浸水してから自宅外
への避難は危険。
気象予報や河川
洪水予報などの
情報をもとに、身
の危険を感じた
ら自主的に避難
を開始する。

裸足、長靴は厳禁。
水中で脱げづらい紐靴などが適している。
また、氾濫水は濁っているため、水面下が
確認できない。
長い棒などを杖
替わりとし、側
溝やマンホー
ル、障害物に注
意する。

地下にいる場合、地上の様子が把握しづら
く、避難経路が限定される。また、地上が冠
水すると、一気
に水が流れ込ん
でくる場合もあ
る。停電の可能
性も高く、脱出
が困難となる。

降雨が続き不安に思っても、川や用水路、
田畑の用水は見に行かない。やむを得ない
場合は複数人で行動する。河川の様子の確
認は、自治体などのラ
イブカメラ情報を活用
する。また、避難の途中
も増水した川の近くを
通るのは避ける。

道路や線路の下をくぐるアンダーパスや地
下道は、洪水の際、真っ先に浸水する。
場所を把握し、迂
回路を想定して
おく。

（ページ内の図表は気象庁ホームページより抜粋、編集）

わが家の防災対策マップについて
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◆災害用伝言板　web171

◆災害用伝言ダイヤル　171

●災害が発生するおそれのある場合に、避難に関する情報を防災行政無線、広報車、
緊急速報エリアメール、防災アプリ、報道機関によりお知らせします。

●安否確認の主な方法には、次のようなものがあります。
体験利用などの機会をとらえて、実際の使い方を覚えておきましょう。

避難情報の伝達手段

各種情報の入手手段

安否確認の方法

災害時緊急連絡先
機 関 名 電 話 番 号

大紀町役場  防災安全課

大台警察署

奥伊勢消防署

中部電力パワーグリッド（株）松阪営業所

NTT西日本 三重支店

0598-73-3318

0598-84-0110

0598-82-3611

0120-923-286

059-223-9421

機 関 名 電 話 番 号

国土交通省 紀勢国道事務所

三重県南勢志摩地域活性化局

津地方気象台

JR東海 三重支店

NEXCO中日本お客様センター

0598-52-5360

0596-27-5115

059-228-6818

059-222-7780

0120-922-229

大紀町ホームページ
ハザードマップや避難場所を確認できます。

気象庁ホームページ
気象情報等

大紀町公式Facebook 国土交通省 川の防災情報
レーダー雨量、河川の水位、ダム情報等大紀町の観光情報、イベント情報、緊急・注意

情報をお知らせいたします。

三重県土砂災害情報提供システム
県内の土砂災害危険度情報や気象情
報を確認できます。

三重県 防災みえ.jp
災害情報、気象情報、くらしの防災情報等

大紀町公式LINE 危機管理型水位計運用協議会 川の水位情報
町内の水位が確認できます。また、一部河川
はライブカメラで映像も確認できます。

大紀町の最新情報、緊急・注意情報等を配信
しています。

地震、噴火などの災害の発生により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況になった場合に
提供が開始される声の伝言板です。

災害用伝言板（web171）は、インターネットを利用して被災地の方の安否確認を行う伝言板です。

●以下のポイントをチェックし、適切に補修を行ってください。

不安定な屋根のアンテナの補強。
瓦のひび、割れ、ずれ、はがれがないか。
トタンのめくれ、はがれはないか。

雨どいに落ち葉や砂が詰まっていないか。
雨戸にガタツキやゆるみはないか。
継ぎ目の外れや塗装のはがれ、腐りはないか。

通路や出入口には、避難の際の妨げ
にならないよう、できるだけ自転車
やベビーカーなどの物は置かない。

土中にしっかりした基礎、控え壁
のないものは補強。
ひび割れや鉄筋のサビはないか。

強風による飛来物などに備え、
外側から板でふさぐなどの処
置を。飛散防止フィルムを貼る、
ひび割れ、窓枠のガタツキは
ないか。

鉢植えや物干し竿など
飛散の可能性が高いも
のは室内へ。

プロパンガスのボンベはしっかり固定され
ているか。
植木鉢などは整理整頓を。
風に飛ばされそうなものは事前に屋内へ。

側溝が詰まると、道路冠水
や浸水の原因に。日頃から
の清掃を。

板壁に腐りや浮
きはないか。
モルタルの壁に
亀裂はないか。

家の周囲の安全対策

●とっさの場合に持ち出せるようにリュックサックにつめておきたい

●少なくとも3日（できれば1週間）は自力で生活できるように準備

上記リストを参考に、特に乳幼児用品、高齢者用品等、災害時に配慮すべき方の用品も、家族構成に合わせて追加しましょう。

避難するときに最初に持ち出すのが「非常持ち出し品」。
災害直後から混乱が収まるまでの数日間、自給自足するための物資が「備蓄品」です。
以下は一例です。とくに非常持ち出し品は、持って逃げられる量にしましょう。（男性15kg　女性10kgが目安）

非常持ち出し品

備蓄品

・現金　※公衆電話用に硬貨も
・印鑑
・家や車の予備鍵
・証書類のコピー
(健康保険証、免許証、通帳、
保険証書、権利書など)

・飲料水　※1人1日3ℓ
・食品　※アルファー化米、長期保存食品など専用品の他、

ローリングストックの活用を
・給水用ポリタンク・バケツ
・カセットコンロ・ガスボンベ
・使い捨ての食器類
・食品用ラップ

・ランタン
・災害用トイレセット
・からだ拭きシート
・水のいらないシャンプー
・ガムテープ
・ビニールシート

・携帯ラジオ　※予備電池も
・携帯電話（スマートフォン）の充電器
・モバイルバッテリー　※ライト付きが便利
・筆記用具

・救急セット　※常備薬も
・タオル
・マスク
・消毒液
・体温計
・トイレットペーパー
・ウェットティッシュ
・ビニール袋
・下着類

・懐中電灯　※予備電池も
・ヘルメット・防災ずきん
・軍手
・スリッパ
・笛やブザー　※居場所を知らせるもの
・マッチ・ライター
・毛布・保温シート
・使い捨てカイロ

・非常食　※軽く高カロリーのもの
・飲料水
・給水袋
・万能ナイフ

備蓄品および非常持ち出し品

避難情報
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この程度の雨でも、長く続く場合
は警戒が必要。

側溝や下水、小さな川があふれ、小
規模のがけ崩れが始まる。

山崩れ、がけ崩れが起きやすくなり
危険地帯では避難の準備が必要。

土石流が起こりやすい。
多くの被害が発生する。

雨による大規模な災害の発生す
る恐れが強く、厳重な警戒が必要。

地面一面に水た
まりができる。

水しぶきであたり
一面が白っぽくな
り、視界が悪くな
る。息苦しくなるような

圧迫感がある。
恐怖を感じる。

地面からの跳ね返
りで足元がぬれる。ザーザーと降る。

どしゃ降り。

バケツをひっくり返
したように降る。

滝のように降る。
（ゴーゴーと降り
続く）

傘をさしていても
ぬれる。

傘は全く役に立た
なくなる。

道路が川のように
なる。

災害発生状況屋外の様子人への影響人の受けるイメージ予報用語 1時間雨量

10～20㎜

20～30㎜

30～50㎜

50～80㎜

80㎜以上

やや
強い雨

強い雨

激しい
雨

非常に
激しい雨

猛烈な雨

樹木全体が揺れ始める。
電線が揺れ始める。

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が外れ始
める。

細い木の幹が折れたり、
根の張っていない木が倒
れ始める。
看板が落下・飛散する。
道路標識が傾く。

多くの樹木が倒れる。
電柱や街灯で倒れるも
のがある。
ブロック壁で倒壊するも
のがある。

樋（とい）が揺れ始める。

屋根瓦・屋根葺材がはがれるもの
がある。
雨戸やシャッターが揺れる。

屋根瓦・屋根葺材が飛散するもの
がある。
固定されていないプレハブ小屋が移動、
転倒する。
ビニールハウスのフィルム（被覆材）が
広範囲に破れる。

固定の不十分な金属屋根の葺材が
めくれる。
養生の不十分な仮設足場が崩落する。

外装材が広範囲にわたって飛散し、
下地材が露出するものがある。

住家で倒壊するものがある。
鉄骨構造物で変形するものがある。

何かにつかまっていないと
立っていられない。
飛来物によって負傷するお
それがある。

風に向かって歩けなくなり、
転倒する人も出る。高所での
作業はきわめて危険。

風に向かって歩きにくくなる。
傘がさせない。

屋外での行動は極めて危険。

やや
強い風

非常に
強い風

猛烈な風

強い風

建造物の被害屋外・樹木の様子人への影響予報用語 平均風速

10～15
m/秒

15～20
m/秒

20～25
m/秒

25～30
m/秒

30～35
m/秒

35～40
m/秒

40m/秒
以上～

雨量に注意 大雨や長雨などで危険を感じたら、早めに避難するようにしましょう。身近な情報源としてテレビやラジオの気象情報に注意してください。

雨 の強さと降り方

風 の強さと吹き方

時間の流れ

水位 洪水警報 洪水注意報洪水注意報

報
情
意
注
濫
氾

報
情
意
注
濫
氾

）
除
解
報
情
戒
警
（

報
情
戒
警
濫
氾

報
情
戒
警
濫
氾

報
情
戒
警
濫
氾

報
情
険
危
濫
氾

報
情
生
発
濫
氾

報
情
険
危
濫
氾

除
解
報
情
意
注
濫
氾

一定時間後に氾濫
危険水位到達を予測

氾濫危険水位に到達した場合や
まもなく超えて更に上昇する場合

氾濫が
発生した場合

氾濫危険水位
（レベル4水位）

3.40ｍ
避難判断水位
（レベル3水位）

3.40ｍ
氾濫注意水位
（レベル2水位）

3.40ｍ

水防団待機水位

河川の水があふれる恐れのある水位。
町の避難指示（緊急）等の発令判断の目安となる水位。

既に災害が発生又は切迫している状況。
直ちに身の安全確保を。

住民の避難開始の目安となる水位。
町の避難勧告等の発令判断の目安となる水位。
町の避難準備・高齢者等避難開始の発令判断の目安となる水位。
水防団の出動の目安となる水位。

水防団が出動のために待機する目安となる水位。

レベル5

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

は ん 濫 の 発 生

はん濫危険水位

避 難 判 断 水 位

はん濫注意水位

水防団待機水位

水位危険度レベル 水位の名称等

水防団待機水位 はん濫注意水位 避難判断水位 はん濫危険水位

大紀町 大内山細野 2.90ｍ 3.40ｍ 3.40ｍ 3.40ｍ大内山川

所在地観測所名称河川名

▼はん濫危険水位

▼避難判断水位

▼はん濫注意水位

▼水防団待機水位

堤防

河川の警戒水位について 雨と風

河川の危険水位と洪水予報
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大雨注意報
大雨によって災
害が起こるおそ
れがあると予想
される場合に発
表される。

大雨警報
大雨によって重大
な災害が起こるお
それがあると予想
される場合に発表
される。

土砂災害警戒情報
大雨による土砂災害
発生の危険性が高
まった場合に発表さ
れる。

すぐに避難

特別警報

ただちに命を守る行動を！

警報の発表基準をはるかに超え
る豪雨等が予想され、重大な災害
の危険性が著しく高まっている場
合に発表される。

気 象 情 報 に 注 意

指定緊急避難場所

指 定 避 難 所

災害の危険から命を守るために緊急的に避難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、地震等の
災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、または
災害により自宅へ戻れなくなった住民等が、一時的に滞在することを想定した施設です。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

大紀町野原547
大紀町野原1652-2
大紀町永会3838
大紀町永会2169-1
大紀町永会2892-1
大紀町打見388
大紀町打見213-2
大紀町金輪624
大紀町金輪439-3
大紀町打見305-3
大紀町神原532-1
大紀町滝原444-5
大紀町滝原1387-3
大紀町滝原1030-1
大紀町滝原1856-2
大紀町滝原2504-3
大紀町滝原1889-7
大紀町阿曽3117
大紀町阿曽1492-5
大紀町阿曽2624
大紀町阿曽2830
大紀町阿曽3264-3
大紀町崎815
大紀町崎2200-1
大紀町崎2154-1
大紀町崎683-4
大紀町崎1748-1
大紀町大内山849-3
大紀町大内山861-1
大紀町大内山2290-2
大紀町大内山1917
大紀町錦915-9
大紀町錦354-1
大紀町錦795
大紀町錦788-10
大紀町錦736-7

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

1～3ⅿ未満(※)
1～3ⅿ未満(※)
〇

0.3ⅿ未満(※)
1～3ⅿ未満(※)
1～3ⅿ未満(※)
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇
〇
〇

◎

◎

◎

◎
◎

◎
◎

◎

◎
◎
◎

野原集会所
野原新田集会所
大紀町多目的センターふるさと館
板取集会所
木屋集会所
七保小学校体育館
打見構造改善センター
金輪集会所
金輪新田集会所
大紀町役場七保支所
瀬戸集会所
里集会所
中村集会所
滝原公民館
長者野集会所
大滝集会所
大宮中学校体育館
美滝館
美里館
上西出集会所
下西出集会所
阿曽集会所
紀勢児童館
コンベンションホール
山海の郷紀勢（和室・喫茶室）
高尾集会所
三ヶ野生活改善センター
中央公民館（大内山公民館）
大内山健康福祉センターいきいきプラザ
米ヶ谷コミュニティセンター
やまびこ広場
第2錦タワー
錦タワー
錦みなとホール
錦あおぞら保育園
大紀町役場錦支所

施設 ・ 場所名No. 住　　所
洪　　水 土砂災害 地　震

対象とする異常な現象の種類
大規模な火事

指　定
避難所

※大内山川の水位の状況により他の避難所へ移動

※市区町村長は、河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）のほか、地域の土地利用や災害実績なども踏まえ総合的に避難情報等（警戒レベル）の発令判断をすること
から、警戒レベルと警戒レベル相当情報が出るタイミングや対象地域は必ずしも一致しません。

（ページ内の図表は内閣府・気象庁ホームページより抜粋、編集）

避難情報等住民がとるべき行動状況

災害発生
又は切迫

避難情報等
（警戒レベル）

河川水位や雨の情報
（警戒レベル相当情報）

緊急安全確保 氾濫発生情報 大雨特別警報
（土砂災害）

災害の
おそれ高い

危険な場所から全員避難
• 警戒レベル４避難指示は、立退き避難に必要な
時間や日没時間等を考慮して発令される情報で、
このタイミングで危険な場所から避難する必要が
あります。

危険な場所から高齢者等は避難
•「高齢者等」は障害のある人や避難を支援する者
も含んでいます。
•さらに、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の
行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、
自主的に避難するタイミングです。

命の危険　直ちに安全確保！
• 警戒レベル５は、すでに安全な避難ができず命が
危険な状況です。
•警戒レベル５緊急安全確保の発令を待ってはいけ
ません !
•ただし、警戒レベル５は、市区町村が災害の発生・
切迫を把握できた場合に、可能な範囲で発令される
情報であり、必ず発令される情報ではありません。

避難指示 氾濫危険情報 土砂災害
警戒情報

災害の
おそれあり 高齢者等避難 氾濫警戒情報

洪水警報 大雨警報

気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水
注意報 氾濫注意情報 ――――

―――― ――――今後気象状況
悪化のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報

警戒
レベル 浸水の情報（河川）

防災気象情報（警戒レベル相当情報）
土砂災害の情報（雨）

5

4

3

22
1

5
相当

4
相当

3
相当

2
相当
2
相当

1
相当

＜ 警戒レベル４までに必ず避難 ! ＞

●警戒レベルは、水害や土砂災害に備えて住民がとるべき行動をお知らせするために５段階
にレベル分けしたもので、市区町村が避難情報と合わせて出す情報です。警戒レベルについて

警戒レベルを用いた避難情報 指定緊急避難場所



大紀町

度会町

注連指

田
口
大
橋

上小川橋

黒坂八雲神社
神光院

宮 川
→

↑
注
連
指
川

黒坂生活改善センター

主要地方道 伊
勢大宮線

野原野添

↑
尾
合
川

野原新田橋

野原新田集会所

9 10

浸水深区分

0.3m
0.5m

1.0m

3.0m

5.0m

10.0～20.0m未満の区域

5.0～10.0m未満の区域

3.0～5.0m未満の区域

1.0～3.0m未満の区域

0.5～1.0m未満の区域

0.3～0.5m未満の区域

0.3m未満の区域
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縮尺  1 ： 6,300

0 300m

縮尺  1 ： 6,300

0 300m

宮川水系 尾合川宮川水系 注連指川

指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

水防法改正等の経緯と浸水想定区域図の作成経緯

　近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増し、大内山川流域での大きな被害のあっ
た平成 23 年 9 月紀伊半島豪雨の新宮川水系や平成 24 年の矢部川水系において、
計画規模を上回る洪水により大規模な氾濫が発生していることから水防法が改正され
想定最大規模の洪水に対する浸水想定区域図の作成が法的に義務付けられました。

位 置 図 位 置 図



神原

金輪

粟生

打見

野添

高奈

↑
宮
川

↑
藤
川

770

747

42

38

紀勢
自動
車道

奥伊勢

高奈

七保警察官駐在所前

七保小

七保診療所

神原八柱神社

八柱神社

櫃井原神社

八柱神社

八柱神社

魚取神社 秋葉神社

七保局

観音寺

福田寺

稱名院

慶林寺

神正寺

若
瀬
橋

野添橋

金輪集会所

金輪新田集会所

大紀町役場
七保支所

打見構造改善センター

大紀町多目的センターふるさと館

七保小学校体育館

神原集会所

若瀬集会所

11 12

浸水深区分

0.3m
0.5m

1.0m

3.0m

5.0m

10.0～20.0m未満の区域

5.0～10.0m未満の区域

3.0～5.0m未満の区域

1.0～3.0m未満の区域

0.5～1.0m未満の区域

0.3～0.5m未満の区域

0.3m未満の区域
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縮尺  1 ： 9,600

0 300ｍ

宮川水系 藤川（北部）

指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

水防法改正等の経緯と浸水想定区域図の作成経緯

　近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増し、大内山川流域での大きな被害のあっ
た平成 23 年 9 月紀伊半島豪雨の新宮川水系や平成 24 年の矢部川水系において、
計画規模を上回る洪水により大規模な氾濫が発生していることから水防法が改正され
想定最大規模の洪水に対する浸水想定区域図の作成が法的に義務付けられました。 位 置 図



神原

永会

金輪

← 成
谷 川

八ケ河内
川→

守 谷 川 →

↑
藤
川

八柱神社

八ケ野神社

七保局

宝泉院

福田寺

野登瀬橋

滝
原
橋

西の瀬橋
神の上橋

若
瀬
橋

成谷橋

大紀町多目的センターふるさと館

高谷集会所

藤児童館

若瀬集会所

藤川 藤橋

13 14

浸水深区分

0.3m
0.5m

1.0m

3.0m

5.0m

10.0～20.0m未満の区域

5.0～10.0m未満の区域

3.0～5.0m未満の区域

1.0～3.0m未満の区域

0.5～1.0m未満の区域

0.3～0.5m未満の区域

0.3m未満の区域
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縮尺  1 ： 9,600

0 300ｍ

宮川水系 藤川（中部）

指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

水防法改正等の経緯と浸水想定区域図の作成経緯

　近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増し、大内山川流域での大きな被害のあっ
た平成 23 年 9 月紀伊半島豪雨の新宮川水系や平成 24 年の矢部川水系において、
計画規模を上回る洪水により大規模な氾濫が発生していることから水防法が改正され
想定最大規模の洪水に対する浸水想定区域図の作成が法的に義務付けられました。

危機管理型水位計

凡　　　　　　　例

位 置 図



永会

↑
藤
川

← 板 取
川

↑
藤
川

↑
東
河
内
川

浅間山

46

観音寺

板取橋

木屋集会所

板取集会所

藤川 久保橋

15 16

浸水深区分

0.3m
0.5m

1.0m

3.0m

5.0m

10.0～20.0m未満の区域

5.0～10.0m未満の区域

3.0～5.0m未満の区域

1.0～3.0m未満の区域

0.5～1.0m未満の区域

0.3～0.5m未満の区域

0.3m未満の区域

○2023 ZENRIN CO., LTD. Ｃ【禁無断複製】

縮尺  1 ： 9,600

0 300ｍ

宮川水系 藤川（南部）指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

水防法改正等の経緯と浸水想定区域図の作成経緯

　近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増し、大内山川流域での大きな被害のあっ
た平成 23 年 9 月紀伊半島豪雨の新宮川水系や平成 24 年の矢部川水系において、
計画規模を上回る洪水により大規模な氾濫が発生していることから水防法が改正され
想定最大規模の洪水に対する浸水想定区域図の作成が法的に義務付けられました。

危機管理型水位計

凡　　　　　　　例

位 置 図
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開
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の
危
険
か
ら
命
を
守
る
た
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緊
急
的
に
避

難
を
す
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場
所
で
、
土
砂
災
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洪
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津
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地
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災
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災
害
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危
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避
難
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住
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な
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期
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滞
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、
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た
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害
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自
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住
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が
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に
滞
在
す
る
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と
を
想
定
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施
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で
す
。
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計
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例
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図
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柏野

阿曽

網掛山
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本
線

津島神社
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→
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縮尺  1 ： 9,000

0 300m

宮川水系 大内山川 （阿曽・柏崎（1））指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

危機管理型水位計

凡　　　　　　　例

位 置 図
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縮尺  1 ： 9,000

0 300m

宮川水系 大内山川 （柏崎（2））

指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

位 置 図
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縮尺  1 ： 9,000

0 300m

宮川水系 大内山川 （大内山（1））

指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

危機管理型水位計

水 位 観 測 所

簡易型河川監視カメラ

凡　　　　　　　例

位 置 図
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縮尺  1 ： 9,000

0 300m

宮川水系 大内山川 （大内山（2））

指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

危機管理型水位計

凡　　　　　　　例

位 置 図
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縮尺  1 ： 3,500

0 100m

奥川水系 奥川（北部）・二河内川指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

水防法改正等の経緯と浸水想定区域図の作成経緯

　近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増し、三重県内で
も大きな被害のあった平成 23 年 9 月紀伊半島豪雨や平成
24 年九州北部豪雨などにおいて、計画規模を上回る洪水
により大規模な氾濫が発生していることから、水防法が改
正され、洪水予報河川及び水位周知河川において、想定最
大規模の洪水に対する浸水想定区域図の作成が法的に義務
付けられました。
　※この図は、現状（令和 5年3月）の堤防を考慮した洪水
想定区域を図示しています。

位 置 図



錦漁港

260

260

260

新奥川橋南東詰

錦小

錦神社

錦局

金蔵寺

錦

中
河
内
川
↓

奥 川
→

← 浅 ケ 谷 川

二 河 内 川 →

← 奥 川

コミュニティセンター
高岡会館

錦キリスト教会

(紀勢)老人福祉センター

築地公園

的場防災会館

清甫園

錦魚市場

錦活漁センター

浅ケ谷防災会館

墓地

墓

 地

金
儲

橋
新

金
儲

橋

のぞみ橋

山
の
神
橋

高
岡
橋

新奥川橋

奥川橋

錦
大
橋

大明神大橋

錦タワー

錦あおぞら保育園

錦みなとホール

大紀町役場錦支所

第2錦タワー

コミュニティセンター
谷山会館

奥川 新奥川橋

33 34

浸水深区分

0.3m
0.5m

1.0m

3.0m

5.0m

10.0～20.0m未満の区域

5.0～10.0m未満の区域

3.0～5.0m未満の区域

1.0～3.0m未満の区域

0.5～1.0m未満の区域

0.3～0.5m未満の区域

0.3m未満の区域

○2023 ZENRIN CO., LTD. Ｃ【禁無断複製】

縮尺  1 ： 3,500

0 100m

奥川水系 奥川（南部）

指定緊急避難場所

指定避難所

※浸水想定区域内にある町指定避難所については、災害の
種類、規模、状況に応じて町が開設の可否を決定します。

災害の危険から命を守るために緊急的に避
難をする場所で、土砂災害、洪水、津波、
地震等の災害種別ごとに指定されています。

災害の危険があり避難した住民等が、災害
の危険がなくなるまで必要な期間滞在し、
または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が、一時的に滞在することを想定した
施設です。

水防法改正等の経緯と浸水想定区域図の作成経緯

　近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増し、三重県内で
も大きな被害のあった平成 23 年 9 月紀伊半島豪雨や平成
24 年九州北部豪雨などにおいて、計画規模を上回る洪水
により大規模な氾濫が発生していることから、水防法が改
正され、洪水予報河川及び水位周知河川において、想定最
大規模の洪水に対する浸水想定区域図の作成が法的に義務
付けられました。
　※この図は、現状（令和5年3月）の堤防を考慮した洪水
想定区域を図示しています。

危機管理型水位計

凡　　　　　　　例

位 置 図



わが家の「防災・緊急情報」メモ
非常時・緊急時に連絡してほしい方や、利用してもらいたい、わが家の情報です。災害時に救助の方や、緊急時に救急隊・医療機関・
町に情報を提供します。

氏　　名

避難場所

家族が離ればなれに
なった時の避難場所

家族構成
連絡先

氏　　名 生年月日 住　　所 メ　　モ電話（携帯・会社・学校）

氏　　名 血液型 常備薬 かかりつけ医療機関持病・アレルギー

氏　　名

【メ　モ】※書ききれなかった内容や、知ってほしい情報（介護情報・救急隊員への伝言など）をお書きください。

間　柄 住　　所 メ　　モ電　　話

緊急時
連絡先

家族の
緊急情報・
救急メモ

電　　話

住　　所


